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敬老の日を前に南

阿蘇理容組合 (溜

渕靖人組合長)と
美容組合 (小山榮

子組合長)の合わ
せて16名が梅香苑
で整髪奉仕を行い

ました。これは毎

年、櫛 (クシ)の日
にちなんで行つて

いるもので今年で

十年目。

整髪は、ひとり

20分ほどで全員の
入所者の整髪を行

い、入所者は、こ

れで敬老会には、

すっきりとした気

分で参加されたこ

とでしょう。
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鳳日
，由
ギ
餃
参
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□

業参加者21名と 1

農業農村体験交流ツアーに21名の参加

9月 20日 (土)から23日 (火 )までの3泊 4日の日程で農業農村交流ツアーを実施しました。
この企画は、本町の農業のすばらしさについて、体験的な理解と啓発をねらいに、都会の女性に農村の良さ

を発見してもらおうと、県と町の共同で実施しました。福岡をはじめ、鹿児島、佐賀などから20代・30代
の独身女性21名が参加。農家での民泊や農業体験、陶人形づくりやかづら細工体験、リンゴ狩りやヤマメ釣
り等を行いました。4日間の地元青年達との交流会で、ほおいつぱい初秋の高森を満喫されたことでしよう。是

非また、友達をたくさん連れておいで下さい。 (詳しい内容は次月号で紹介します。)

発見!
: 自然・文化・うまいもの。礼
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し、‐合
わ
せ
先
　
高
森
町
役
場
企
画
課
■
２

・
１
１
１
１
（内
線
■
５
８
）

こ
の
秋
の
九
州
中
央
は
豊
か
な
自
然
の
見
ど
こ
ろ
や
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で

い
っ
ぱ
い
。
熊
本
中
央
、
大
分
県
南
、
宮
崎
県
北
の‐‐
七
十
七
証
摩
社
に
設
置

さ
れ
た
ス
タ
ン
プ
を
四
地
域
分
（　
　
・警
響
）集
め
、
新
し
い
見

‐
ど
〓
ろ
を
発

見
し
て
下
さ
い
。
応
募
す
れ
ば
抽
選
で
豪
華
賞
品
が
当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
を
実
施
し
ま
す
。
　
　
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

●
ラ
リ
ー
期
間
／
十
月
四
日
（土
）か
ら
十
二
月
七
日
（日
）ま
で
　
．

●
応
募
方
法
／

「九
州
中
央
７７

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
リ
ト
フ
レ
ツ
ト
」
に
っ
い

て
い
る
ハ
ガ
キ
か
、
官
製
ハ
ガ
キ
に
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
応
募
し
て
下
さ
い
。

な
お
り
―
フ
レ
ツ
ト
は
当
７７

市
町
村
役
場
、
イ
ベ
シ
■
会
場
ま
た
は
最
寄

り
の
「道
の
駅
」
に
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

●
応
募
先
／
「九
州
中
央
７７
」事
務
局
（延
岡
市
企
画
部
企
画
課
内
）

〒
８
８
２
　
延
岡
市
東
本
小
路
２
番
地
ｌ

ＴＥＬ
０
９
８
２
・
‐‐
２
‐‐２

・
７
０
０
３

●
応
募
締
切
／
平
成
九
年
十
二
月
十
日

（当
日
消
印
有
効
〉
●

こ
の
秋
、
九
州
中
央
巡
り
で
す
て
き
な
秋
を
つ
か
み
ま
せ
ん
か
。
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町
民
憲
章

′97 水と緑と土のにおい、いつぱいの住みよい町にします。

伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町にします。

老人を大切にし、子どもの夢を育て幸せな町にします。

勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。

スポーツに親しみ、心身をきたえ健全な町にします。

九州中央地域連携推進協議会
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教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

■
九
月
三
十
日
を
も

っ
て
任
期
満

了
と
な
る
田
上
更
生
氏

（大
字
尾

下
三
二

一
九
番
地
）
が
、
再
任
さ

れ
ま
し
た
。

■
高
森
町
民
体
育
館
建
築
主
体
工

事
請
負
契
約
で
工
事
内
容

の
変
更

に
よ
り
契
約
金
額

「六
億

一
千
九

百
五
十
万
円
」
を

「六
億
三
千
五

百
八
十
六
万

一
千
八
三
五
円
」
に

変
更
す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。年

　
金
　
相
　
談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会
保

険
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と

き
　
十
月
二
十
四
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
。

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

一
階
の
林
業
相
談
室

一

般

会

計

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費
に

九
千
五
百
二
十
九
万
九
千
円
、
農

林
水
産
業
施
設
災
害
復
旧
費
に

一

千
六
百
十
万
円
の
補
正
の
ほ
か
、

合
併
四
十
周
年
記
念
事
業
費
に
五

百
十
六
万
二
千
円
、
町
民
体
育
館

施
設
管
理
費
七
百
八
十
二
万
五
千

円
な
ど
や
経
常
経
費
の
増
減
に
よ

り
、
九
千
四
百
五
十
六
万
九
千
円

を
追
加
し
、
平
成
九
年
度
の

一
般

会
計
予
算
総
額
を
五
十
四
億
二
千

百
九
十
万

一
千
円
と
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険

十

一
月
二
十
日
の
健
康
福
祉
ま

つ
り
の
バ
ス
借
り
上
げ
や
繰
越
金

の
確
定
等

に
よ
り
、
七
千
四
百
六

十

一
万
七
千
円
を
追
加
し
、
平
成

九
年
度

の
予
算
総
額
を
八
億
七
千

百
五
十
九
万

四
千
円
と
し
ま

し

た
。

簡
易
水
道
事
業

繰
越
金

の
確
定

に
よ
り
七
百
九

十
三
万
九
千
円
を
追
加
し
、
予
算

■
公
営
住
宅
旭
Ａ
団
地
建
替
工
事
Ａ

棟

（公
営
）

□
工
期
　
平
成
九
年
九
月
十
六
日
か

ら
平
成
十
年
二
月
十
日
ま
で

□
金
額
　
二
千
八
百
二
十
四
万
五
千

総
額
を
二
億
七
千
六
百
四
十
万
五

千
円
と
し
ま
し
た
。

農
業
用
水
供
給
事
業

繰
越
金
等
の
確
定
に
よ
り
二
百

三
十
四
万
八
千
円
を
補
正
し
て
、

予
算
総
額
を
二
千
八
百
三
十
三
万

四
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
国
の
法
律
の
改
正
に
よ
り

「住

宅
地
区
改
良
事
業
」
及
び

「小
集

落
地
区
等
改
良
事
業
」
に
高
森
町

が
該
当
し
な
い
の
に
伴
い
条
例
が

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

■
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に
親
じ
む
機

会
の
増
大
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
健

康
福
祉
生
活
並
び
に
町
民
相
互
の

コ
ミ
ニ
テ
イ
の
増
進
や
、
産
業

・

芸
術

・
文
化
の
振
興
活
動
の
拠
点

と
し
て
設
置
さ
れ
た
町
民
体
育
館

の
竣
工
に
伴
う
条
例
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。

■
草
部
地
区
簡
易
水
道
拡
張
工
事

（１
工
区
）

□
工
期
　
平
成
九
年
九
月
二
十
四
日

か
ら
平
成
十
年
二
月
十
六
日
ま
で

□
金
額

三
千
七
百

一
万
二
千
五
百
円

□
請
負
者
　
嶋
田
電
工
社

■
草
部
地
区
簡
易
水
道
拡
張
工
事

（２
工
区
）

□
工
期
　
平
成
九
年
九
月
二
十
四
日

か
ら
平
成
十
年
二
月
十
六
日
ま
で

□
金
額
　
四
千
八
百
二
十
万
五
千
五

百
円
□
請
負
者
　
（株
）

藤
本
組

■
草
部
地
区
簡
易
水
道
拡
張
工
事

（３
工
区
）

□
工
期
　
平
成
九
年
九
月
十
九
日
か

ら
平
成
十
年
二
月
十
六
日
ま
で

□
金
額
　
四
千
八
百
五
十
四
万

一
千

五
百
円

□
請
負
者
　
（株
）

ひ
ゆ
が
や

■
小
国
町
、
南
小
国
町
が

一
般
廃

棄
物
等
収
集

・
運
搬
及
び
処
分
等

の
業
務
加
入
に
伴
う
規
約
の

一
部

が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

■
公
民
館

の
運
営
上
現
状

に
即
し

た
体
制
を
持

っ
て
事
業
の
推
進
を

図
る
た
め
の
条
例
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

議
員
提
出
議
案
（意
見
書
提
出
）

■
道
路
財
源
の
確
保
及
び
道
路
整

備

の
促
進
等
に
関
す
る
意
見
書
を

関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

■
地
方
公
共
補
助
事
業
予
算
の
確

保
に
関
す
る
意
見
書
を
関
係
機
関

に
提
出
し
ま
し
た
。

■
第
四
次
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事

業
五
箇
年
計
画
の
早
期
策
定

に
関

す
る
意
見
書
を
関
係
機
関
に
提
出

し
ま
し
た
。

戦
没
者
等
の
遺
族
の

皆
さ
ま
へ

～
特
別
弔
慰
金
の
請
求

●
平
成
七

お
済
み
で
す
か
～

年
四
月

一
日
に
お

い

て
、
遺
族
の
中
に
公
務
扶
助
料
、
遺

族
年
金
等
の
受
給
権
を
有
す
る
も

の
が
い
な
い
場
合
に
、
戦
没
者
等

の
死
亡
当
時
に
三
親
等
内
で
あ

っ

た
遺
族
の
方
（支
給
順
位
あ
り
）
に

特
別
弔
慰
金
と
し
て
、
額
面
四
十

万
円
、
十
年
償
還
の
国
債
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

●
請
求
の
受
付
は
平
成
十
年
二
月

二
十

一
日
ま
で
で
す
。
　
　
　
●

●
詳
し

福
祉
係
く
は
、
役
場
町
民
イｌｉｌ
祉
課

ま

で

お
問

い
合
わ
せ
下
さ

１
１
１
１

（内
線
１
３
１
）

人

事

異

動

十
月

一
日
付
け
で
町
職
員
の
人

事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

■
町
民
福
祉
課
　
▼
課
長
補
佐

社
会
福
祉
協
議
会
出
向

後
藤
秀

希

（土
木
係
長
）

■
建
設
課
　
▼
土
木
係
長
　
阿
部

恭
二

（農
業
振
興
係
）

■
農
林
振
興
課
　
▼
農
業
振
興
係

勝
本
　
歩
　
（土
木
係
）

二F,t9fF

=」
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先
月
号
の
赤
ち
や
ん
た
ん
じ
よ
う
で
記
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

（̈
）
下
田
和
史
ち
や
ん
（男
）

一
Ｌ

□
請
負
者
　
（有
）
丸
和
工
務
店

■
公
営
住
宅
旭
Ａ
団
地
建
替
工
事
Ｂ

棟

（特
公
）

□
工
期
　
平
成
九
年
九
月
十
六
日
か

ら
平
成
十
年
二
月
十
日
ま
で

□
金
額
　
二
千
八
百
六
十
六
万
五
千

円□
請
負
者
　
下
田
工
務
店

■
色
見
環
状
線
歩
道
改
修
工
事

□
工
期
　
平
成
九
年
九
月
十
六
日
か

ら
十
二
月
十
九
日
ま
で

□
金
額
　
七
百
五
万
六
千
円

□
請
負
者
　
（有
）
後
藤
建
設

■
草
部
地
区
簡
易
水
道
拡
張
工
事

（５
工
区
）

□
工
期
　
平
成
九
年
九
月
二
十
四
日

か
ら
平
成
十
年
二
月
十
六
日
ま
で

□
金
額
三
千
二
百
五
十
二
万
九
千
円

□
請
負
者
　
（有
）

平
田
電
工

体
Ｅ
社
宅
‐医‐‐‐‐‐‐‐一

診
療
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

１０
月
１０
日
　
寺

崎

医

院

Ｔｅ‐
の
Ｙ
１
０
３
７
８

１。
月
１２
日
　
薔
鳳
容
整
彩
外
科
一　
ル
２

Ｆｅ‐
の
Ｙ
１
３
３
５
１

．７
２２

．

　

て

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

。

２

１０
月
１９
日
　
渡
辺
内
科
　
訂
０

Ｔｅ‐（Ｙ‐‐
７
７
７
利
しヽ。

１。
月
２６
日
‐確
藤
医
院
　
制
麟

ｂ
ａＹ‐
。
。
‐
９
錫
灰

Ｈ
月
２
日
　
立

野

病

院
　
な

か

こ

｛筐

Ｔｅｌ
＾
Ｙ
１
０
１
１
１
ヨ
揃

Ｈ
月
３
日
　
み
な
み
阿
蘇
ク
喫
知

リ
ニ
ッ
ク
Ｔｅ‐（Ψ
‐
２
０
３
０
は
・ビ

Ｈ
月
９
日
　
藤

本

医

院
　
給

ガ

Ｔｅ‐
（
Ψ
１
０
０
２
０

＊
ホ

Ｈ
月
１６
日
　
平

田

医

院

Ｔｅ‐
②
Ｙ１
０
２
１
６

秋
と
い
え
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、

食
欲
の
秋
、
芸
術
の
秋
、
読
書
の
秋

な
ど
い
ろ
い
ろ
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

皆
様
に
は
、
ど
の
秋
が
最
適
で
す

か
？広
報
の
題
材
に
は
、
事
欠
か
な
い

季
節
で
す
が
、
今
月
号
は
、
敬
老
会

以
外
に
は
、
秋
を
感
じ
さ
せ
る
も
の

が
あ
り
ま
せ
ん
。
台
風
十
九
号
の
た

め
、
仲
秋
の
名
月
は
撮
れ
ず
、
各
地

域
の
運
動
会
は
延
期
さ
れ
る
や
、
中

止
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
は
、
実
施

さ
れ
る
や
ら
で
、
今
月
号
に
は
、
間

に
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
来
月
号
は

何
と
か
秋
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
に

し
た
い
で
す
。
（冬
が
近
い
か
な
？
）

先
日
、
テ
レ
ビ
を
つ
け
た
ら
、
ド

ラ
マ
の
中
で

「働
く
」
と
は
、
「は

た
」
（ま
わ
り
）
を

「ら
く
」
（楽
）
に

す
る
事
だ
と
言
う
せ
り
ふ
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
実
に
い
い
せ
り

ふ
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
か
。
周
り
が

楽
に
な
る
、
（喜
ば
れ
る
）
こ
と
で

自
分
も
楽
に
な
る

（た
の
し
く
な

る
）
こ
れ
が
本
当
の
働
く
意
味
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
儲
け
主
義
も
結

構
、
し
か
し
、
ま
わ
り

（は
た
）
が

不
幸
に
な
れ
ば
意
味
が
な
い
の
で

は
と
感
じ
ま
し
た
。
　
　
　
田
浩

●  ●

●   ●

ノヽ
オL
結
E日
冽ド

五
百
万
円
以
.

上

10月 は機械設備の総点検のため、三日間休
館させていただきます。申し訳ありません

がご協力をお願いします。

馳 い
2  °

■
車
部
地
区
簡
易
水
道
拡
張
工
事

（４
工
区
）

□
工
期
　
平
成
九
年
九
月
十
八
日
か

ら
平
成
十
年
二
月
十
六
日
ま
で

□
金
額
　
三
千
四
百
九
十
七
万
九
百

二
十
二
円

□
請
負
者

雄
電
設
備
工
業

（株
）

ハＦ」Ｅｄｉｔｏｒｉａ‐編
集
後
記

(2)(15)今度の温泉館休館日 10月 14EE15日・16日 11月 19日

町
の
移
動
図
書

十
月
十
四
日

（大
）

草
部
出
張
所
　
１０
時
～
１０
時
半

Ｊ
Ａ
草
北
　
　
Ｈ
時
～
Ｈ
時
半

野
尻
出
張
所
　
１３
時
～
１３
時
半

Ｊ
Ａ
河
原
　
　
１４
時
～
１４
時
半

十
月
十
五
日

（水
）

Ｊ
Ａ
色
見
　
　
１０
時
～
１０
時
半

Ｊ
Ａ
上
色
見
　
１０
時
半
～
Ｈ
時

横
町
Ａ
団
地
　
１３
時
～
１３
時
半

下
町
公
民
館
　
１３
時
半
～
１４
時

須
坂
団
地
　
　
１４
時
～
１４
時
半

おめで

舗
母
夫
夫

族

平

子

子

雄

縫

翠

〕理
由

留

地

御

丸

津

宮

所

町

留

野

住

横

津

冬

1997.8月 受付分 敬称略

赤 ち ゃん
たんじよう
森田 健介ちゃん
(旭通) 8.5生

なおや

岡本 直也ちゃん
(森) 8.16生

すえながく
お幸せに

おくやみ
もうしあげます

人口の動き

(8月 末日現在)

世帯数 2,596(± 0)
男  3,863(+6)
女   4,175(+5)
総 数 8,038(+11)

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し> 丸山雄平 宮地翠子
<一般寄付> 津留光善
■広報送料寄付

阿南清文 (神奈川県横浜市 )

野尻逸司 (熊本市御領 )

8.31

善意の灯

浩 子

/
I

ヽ

鰺
_1:

|

岩 下 雅 広
(三 森 )通 江

森

旭 通

森
森
高
高

死 亡 者  年齢
丸山 'itr 69
津留  |ヽ- 75
宮地 悦 Ll1 62

父

母

父

母

男

　

男

よ

嗣
く

也

英
き

賢

ありがとうございました
(1敬称略)

工
事
請
負
契
約
の

変
更
に
つ
い
て

平
成
九
年
度

各
会
計
補
正
予
算

貸
付
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

高
森
町
民
体
育
館
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
規

約
の

一
部
変
更
に
つ
い
て
　
一

高
森
町
公
民
館
条
例
の

一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

9月 18日

～26日

り

F可

森
町
住
宅
新
築
資
イト
コ匡
4″
マチ

お知 らせのへ
°いシ'

趙



型
み
ん
な

一一
支
え
よ
ヽ

県

‐‐
の
彰
　
‐
動
図
書
一

十
月
十
六‐
日

（木
）
午
前
十

一　

‐
日寺

　

‐
役
揚
玄
関
前

一
ご
柑
用
下‐
さ

い
ｏ

県
の
お
知
ら
せ

労
働
省

で
は
、
毎
年
十
月
を

「労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
」
に

定
め
、
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
な

が
ら
、
労
働
保
険
や
雇
用
保
険
に

加
入
し
て
い
な

い
事
業
所

に
対

し
、
早
期
加
入
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
労
働
保
険
は
、
政
府
が
管
掌
す
る

保
険
制
度
で
加
入
の
対
象
と
な
る
労

働
者
を

一
人
で
も
雇
っ
て
い
れ
ば
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

詳
し
い
こ
と
は
お
気
軽
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

熊
本
県
　
一屋
用
保
険
課

０

９

６

・
３

８

３

・
１

１

１

１

内
線
５
２
６
５

～

一
人
ひ
と
り
の
や
さ
し
い

気
持
ち
か
ら
始
ま
り
ま
す
～

私
た
ち
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
家

庭
や
地
域
で
安
心
し
て
い
さ
い
き

と
暮
ら
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て

い
ま
す
。

熊
本
県
で
は
お
年
寄
り
や
障
害

の
あ
る
方
な
ど
す
べ
て
の
人
が
同

じ
社
会
の

一
員
と
し
て
、
と
も
に

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
な
条
件
を

整
え
共
に
生
き
る
社
会
が
当
た
り

前
で
あ
る
と
い
う

「ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ヨ
ン
」
の
考
え
に
基
づ
き
、

平
成
七
年
三
月
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
条
例
を
制
定
し
、
私
た
ち

の
中

に
あ
る
歩
道
や
建
物

の
段

差
、
偏
見
や
誤
解
な
ど
の
障
壁
を

取
り
除
い
て
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
実
現
す
る
た
め
に
、
様
々
な

取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。
「や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
は
、
私
た

ち

一
人
ひ
と
り
が
身
の
ま
わ
り
を

も
う

一
度
見
渡
す
こ
と
か
ら
始
ま

り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま

す
。
熊
本
県
健
康
福
祉
政
策
課

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
班

０

９

６

・
３

８

３

・
１

１

１

１
●

六
十
五
歳
ま
で
継
続
雇
用
又
は

再
雇
用
を
援
助
、
促
進
す
る
目
的

か
ら
、
六
〇
歳
以
上
六
十
五
歳
未

満
の
方
で
被
用
者
期
間
が
五
年
以

上
で
、
六
〇
歳
到
着
時
に
比
べ
賃

金
が
低
下
し
た
状
態
で
継
続
雇
用

又
は
再
就
職
就
労
し
て
い
る
方
を

対
象
に
、
最
高
で
二
十
五
％
相
当

の
給
付
を
行
う
雇
用
継
続
給
付
制

度
が
、
平
成
七
年
四
月
よ
り
創
設

さ
れ
て
い
ま
す
。

併
せ
て
、
雇
用
保
険
の
失
業
給

付
額
の
算
定
方
法
も
六
〇
歳
到
着

時
と
離
職
時

（六
〇
歳
到
着
後
最

初
の
離
職
時
）
の
賃
金
を
比
較

し
、
高
い
と
き
の
賃
金
を
基
に
し

て
算
定
す
る
よ
う
に
改
正
さ
れ
て

い
ま
す
。

但
し
、
ど
ち
ら
の
措
置
も
六
〇

歳
到
着
時
点
の
賃
金
を
、
あ
ら
か

じ
め
安
定
所
に
登
録
し
て
お
く
こ

こ
と
が
前
提
と
な
り
ま
す
の
で
、

在
職
中
に
六
〇
歳
に
な
ら
れ
た
場

合
や
六
〇
歳
以
上
の
方
で
未
登
録

の
方
は
、
早
急
に
勤
務
先
を
通
じ

て
登
録
手
続
き
を
と
ら
れ
て
下
さ

な
お
、
育
児
休
暇
を
対
象
と
し

た
継
続
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
阿
蘇

（阿
蘇
公
共
職

業
安
定
所
）

０
９

６

７

・
２

２

・
０

０

４
０

お
年
寄
り
の
こ
れ
ま
で
の
ご
労

苦
に
感
謝
し
、
長
寿
を
お
祝
い
す

る
町
敬
老
会
が
、
各
校
区
婦
人

会
、
各
地
区
の
皆
様
の
協
力
に
よ

り
、
今
年
も
九
月
十
三
日
か
ら
十

六
日
ま
で
の
四
日
間
、
町
内
八
会

場
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
敬
老
者
は
七
十
四
歳
が

百
四
名
、
七
十
五
歳
以
上
八
十
八

歳
未
満
が
六
百
八
十
九
名
、
八
十

八
歳
以
上
が
九
十
三
名
の
計
八
百

八
十
六
名
と
、
金
婚

（結
婚
五
十

年
）
四
十
四
組
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

婚

（結
婚
六
十
年
）
五
組
の
ご
夫

婦
合
わ
せ
て
九
百
三
十
二
名
で
し

た
。各
地
区
で
の
敬
老
会
で
は
、
元

気
な
お
顔
で
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
出
席
。
今
村

町
長
や
ご
来
賓
の
皆
様
か
ら

「こ

甲昭鷹

いつまでもおπ 鶏
―/rr

L
」L■■

…

‐

8会場で敬老会を開催 932名のご長寿を祝う
●

●  ●

子供舞踊 (野尻地区)

金婚表彰伝達 (草南地区)

お世話になりました。

園児みこし(河原地区)

れ
ま
で
、
仕
事
や
戦
争
、
子
育
て

な
ど
、
皆
さ
ん
の
ご
苦
労
に
は
計

り
知
れ
な

い
も

の
が
あ

っ
た
で

し
ょ
う
。
今
日
の
日
本
の
反
映
が

あ
る
の
は
皆
様
の
ご
努
力
の

一
つ

ひ
と
つ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
私
た

ち
を
導
い
て
く
だ
さ
い
。
」
と
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
の
敬
老
会
は
ち
ょ
う
ど
台

風
十
九
号
の
さ
な
か
の
開
催
と
な

り
足
下
の
悪
い
な
か
に
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
十
六
日
の
上
色
見
地
区

敬
老
会
に
は
、
台
風
上
陸
で
あ
い

に
く
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
敬
老
年
金
と
記
念
品
の

贈
呈
そ
し
て
、
熊
本
日
日
新
聞
社

か
ら
の
金
婚
ご
夫
婦

へ
の
表
彰
状

伝
達
な
ど
が
あ
り
、
祝
宴
で
は
保

育
園
や
校
区
婦
人
会
の
皆
さ
ん
の

歌
や
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

」
最
鰤
町
一

毎
年
、
こ
の
敬
老
会
開
催
に
あ

た

っ
て
は
、
各
校
区
婦
人
会
の
皆

さ
ん
の
料
理
づ
く
り
な
ど
の
全
面

的
な
協
力
や
、
金
婚
ご
夫
婦
へ
手

作
り
で
の

「銭
亀
」
を
寄
贈
さ
れ

て
い
る
旭
通
の
馬
原
清
子
さ
ん
や

親
子
二
代
、
四
十
四
年
に
わ
た
り

敬
老
者
に
記
念
写
真
を
贈
呈
さ
れ

て
い
る
福
永
紘
喜
さ
ん
な
ど
、
多

方
面
の
方
々
の
温
か
い
ご
芳
志
を

い
た
だ
き
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
を
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

役場の支払日 10/15(水)10/27(月 )11/5(水)時間 10時から15時まで (14)(3)

熊
本
県
最
低
賃
金
が

臨
時

・
パ
ー
ト
労
働
者

（産
業

別
最
低
賃
金
適
用
労
働
者
を
除

く
）
す
べ
て
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

（十
月

一
日
か
ら
改
定
）

日

　
額

　

　

４
６

３
０

円

時
間
額
　
　
　
５
８
０
円

熊
本
労
働
基
準
監

６

・

0

5

督

署１
８

１

お知 らせのへ
°―シ
゛

働
一く
あ
一な
た
と
』琢
族
を
守

る
労
働
保
険

秋の行政相談

で
考
え

六
０
歳
到
着
時
の
賃
金
豊

録
は
お
済
み
で
す
か
７

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

躙 =■

熊本の新しい道づく|リ

■‐ =二なきんの
=で
道路整備の  ■ ■| ■|
‐‐    ―‐.‐   ‐.―■・‐   ‐■■■‐  ‐‐・‐    ‐‐・

■  |■1基本方針を策定しました～
||1成 1ざ年度男::始 まを「新たな道路計画」に向けてF熊本県tl

おいても準備を進めている|とこ―ろ|です力■琴
‐
後あ1造
‐
蕗坐結あ方高在

を1示す「道路整備め基本方針」を下記のとおり策定いた●ました|

I進路整1価の基本方針」の策定に つ て D+'y フ|・

「
」 0湾 12日から18日 まで「秋の行政翻談
週間」です。律

=で
決めと億` 行減橘談誹ふ開

設されます。        ,‐  ●|
行政に対する1書情や相談に基正な

.第

3者あ立

場から広
‐
く皆さんの相談に応じますこ■1談は無

料で、秘密は堅(■ら|れます.よお気遊

'こ

こ糧談

下さい。.      _ ‐. ■・
●と き_191月 1611(莉  ■ ~
|・・ ・ i・ 午後 1時から4時まで ―  .■‐‐
0ところ̈ .高褻町林来絡合モ

|ジタニ■ =
‐
|■   .(役場横)       _  .■
●行政相談員  本即率護さん■■在■  ・

″

レボートや今年の4月 の「道路犠備の巣本方針 (案角|に 対する意児を踏

まえて作成しました1,  ~‐詳しくは一の宮t本 'F務所道路建設課まで ‐

五も 967-22二 ]111          1  ■  ■
・

JL

ゆど|ケを実班する
道路環境の創出

Iかさと
質の高
・い

熊
本
と
九
州
各
県
を
結
ふ

道
づ
く
り
　
　
．・

の
交
流
を
図
る

交
通
渋
滞
を
一緩
和
す
る

こ
づ
く
り

安
全
で
便
利
な

道
づ
く
り

人
や
都
市
環
境

・

■
然
環
境
に
優
し
Ｌ

通
づ
く
り



〕尋本しヽ し

寸
・び
〕
び

ゆ
う

■婚ご夫婦麦彰
おめでとう ございます

「燃
え
る
若
き
や
も
ん
」
「お
母
さ
ん
と
い
っ
し
よ
」
「動
物
は
友
だ
ち
」
登
場
者
募
集
中

（「ア
イ

ニ
フ
ブ
ゆ
う
ち
や
ん
」
は
今
月
号
で
終
了
し
ま
す
）

●
肥

後

狂

旬

葉

月

見
送

っ
て
　
戦
争
の
具
に
や
な
ら

っ
さ
ん

峠
　
本
炭
バ
ス
に
な

い
た
坂

嬉
し
い
ね

工
　
按
摩
は
孫
に
ば
か
わ
る
る

変
な
形
　
郵
便
局
も
受
け

つ
け
ん

峠
　
ヤ
ッ
ケ
も
風
の
う
ま
か
ろ
う

見
送

っ
て
　
田力
臭
さ
の
千
す
布
団

変
な
形
　
や

っ
と
政
権
維
持
し
と
る

峠
　
放
牧
牛
が
通
せ
ん
ぼ

峠
　
「ゆ
う
す
げ
」
が
僕
招
き
居
る

嬉
し
い
ね

工
　
押
し
花
の
あ
る
見
舞
状

見
送

っ
て
　
精
進
揚
げ
で
歌

ン
出
る

俳

　

　

旬

●  ●

●

岩下 晴男さん (69)
ミツヱさん (68)

(高森・昭和 )

緒方 秋男さん (77)
梅子 さん (73)

(高森・旭通 )

.  
‐.  ・ヽ

山邊 一義さん (76)
ユキ子さん (71)

(高森・下町 )

林  秀春さん (77)
イツヨさん (77)

(高森・下町 )

上村 眩秀さん (73)
テル子さん (70)

(高森・上在 )

林  成男さん (71)
スミエさん (73)

(高森 。上在 )

古本 芳夫さん (74)
ヒデ子 さん (73)

(高森・横町 )

次の 44組のご夫婦が熊本日日
新聞社から結婚 50年の表彰を
受けられ、町から表彰状を伝達

しました。

支
え

よ

藤澤 標 さん (73)
ツヤコさん (72)

(高森・横町)

佐藤 福雄 さん (75)
オモ子さん (72)

(高森・森 )

(4)

桐原 茂二 さん (72)
セイさん (72)

(高森・昭和 )

藤原 末春さん (68)
ナツ子さん (72)

(高森・昭和 )

山村 一郎さん (78)
文子さん (71)

(高森・下町)

後藤 國男さん (71)
イヱ子さん (71)

(河原・河原 )

佐藤 武之さん (81)
マサさん (71)

(高森・昭和 )

後藤  覚さん (87)
ミエ子さん (76)

(河原・味鳥 )

相馬  猛さん (83) 谷川  守さん (73)
リツ子さん (76)   シズコさん (71)
(高森・冬野)     (高 森・横町)

下田 末久さん (77) 武田  達さん (78)
ケサ子さん (69)   セツエさん (75)
(高森・森)      (高 森・津留 )

花
雫
こ
ぼ
し
て
歩
く
萩
の
雨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
永
　
ふ
き

祝
ぎ
の
句
座
さ
わ
や
か
に
又
和
や
か
に
　
　
　
　
　
　
　
　
内
田
　
フ
ミ

金
婚
の
人
若
き
か
な
桐

一
葉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
井
　
千
恵

筆
太
に
和
尚
の
訓
彼
岸
入
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桐
原
　
　
寿

思

い
出
は
涼
し
金
婚
祝
は
れ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
村
　
文
子

天
覧
の
八
千
草
今
も
咲
き

つ
い
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
久
恵

不
揃
ひ
の
見
返
り
草
や
秋
浅
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
庄
　
泰
子

そ
ば
談
義
聞
き

つ
味
わ
う
走
り
蕎
麦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
田
る
り
子

竹
か
ご
の
風
情
に
合
は
せ
秋
の
草
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
原
　
要
子

園
児
等
の
金
婚
祝
ふ
千
草
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
扶
美

秋
の
夜
の
音
話
の
好
き
な
吾
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勝
本
　
良
子

九
月
号
２１
ペ
ー
ジ
の

「俳
句
」
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
〔胡）

（正
）
　

泡
盛
で
庚
申
賑
わ
す
梅
雨
の
夜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鶴
林
　
　
巧
　

ｔ^‐

V
^

三森  明さん (72)
ハマフさん (70)

(高森・昭和 )▼童量

田
上
黙
公
子

林
　
　
不
忘
蘇
仙
馬
笑

（青
日
本
林
摯米

の
花
句
会
）

|`可

蘇
作「

ネ中
火
アヽ 一

POETRY PAGE
ン

=イ

……口"“ヽ

√ヽ
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蒻
「
外篠 武 松 浦 渡 林 岡 馬 堀

田 田 野 塚 辺 田 本 原 田

凡 南 笑 南 雲 一 琴
才 郷 声 天 海 声 司

吉良山眩伴さん (74) 鶴林  積さん (79)
ヨシ子さん (66)    ハルさん (74)
(河原・上玉来)    (尾 下・大畑 )

顧 漱 需

明治 5年 10月 14日 の新橋～横浜間の鉄道開通を記念して、「鉄道

の日」が設けられました。これに合わせて南阿蘇鉄道では、南阿蘇

六ヵ町村の小学生を対象にトロッヨ列車特別招待を行います。また、

次のとおり写真コンテストも行いますので、奮って応募ください。

応

募

要

項

■
作
品
内
容
　
今
年
九
月
以
降
に
撮
影
し
た

「鉄
道
の
日
」
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
。

一
人
三
点
ま
で
。

■
四
つ
切
リ
プ
リ
ン
ト

（Ｗ
プ
リ
ン
ト
可
）

リ
バ
ー
サ
ル
使
用
の
場
合
は
、
プ
リ
ン
ト

で
受
け
付
け
。

■
入
賞
者
の
版
権
は
主
催
者
に
属
し
ま
す
。

■
応
募
方
法
　
郵
送
か
直
接
持
参
。

■
締
め
切
り
　
十

一
月
三
十
日
ま
で

（郵
送

は
十

一
月
二
十
九
日
の
消
印
ま
で
有
効
）
。

■
表
　
　
彰
　
南
阿
蘇
総
合
開
発
促
進
協
議

会
長
賞

一
点

（賞
金
五
万
円
と
賞
状
）
、

優
秀
賞

一
点

（賞
金
三
万
円
と
賞
状
）
、

入
　
選
三
点

（賞
金

一
万
円
と
副
賞
）
、

佳
　
作
三
点

（賞
品
五
千
円
相
当
）

■
発
　
　
表
　
十
二
月

■
送
り
先

・
問
い
合
わ
せ

〒
８
６
９

・
１
６
　
高
森
町
大
字
高
森

１
５
３
７
の
２

南
阿
蘇
鉄
道
株
式
会
社

電
話
０
９
６
７
６

・
２

・
１
２
１
９

さ
古
絵
ｔ

逮
一い
た
ん
だ
わ

が 林

“

%

ヽ

ュ
邊
う
ぇ
（

合
，
０
，
・

舞
f._}

ゆ
ネ

毬

擢

カ
エ
ル
こ
ん

だ
ｔ
ん
■

ヽ

α

ノ

モク

絵と
った
０
″よ
わ

4‐
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第

少
年
剣
道
招
待
錬
成
大
会

八
月
二
十
三
日

（土
）
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的
と
し
た
高
森
町
少

年
剣
道
招
待
錬
成
大
会
（今
村
俊
男
会
長
）が
、今
年
も
高
森
中
学
校
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
県
内
外
か
ら
小
学
校
男
子
四
十
四
、
女
子
三
十

一
、
中
学
校

男
子
四
十
八
、
女
子
二
十
七
の
各
団
体
と
個
人
参
加
を
含
み
、
約
八
百
名

と
い
う
た
く
さ
ん
の
選
手
が
参
加
し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
高
森
の

選
手
も
大
健
闘
。
小
学
校
男
子
団
体
三
位
や
個
人
戦
で
の
優
勝
な
ど
、
そ

の
健
闘
が
光
り
ま
し
た
。

団
体
の
部

■
小
学
校
男
子
三
位

高
森
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
Ａ

（選
手
　
本
津
京
三
、
石
坂
彩
、
植
田

雄
貴
、
山
田

一
貴
、
安
方
裕
二
）

団
体
優
勝
チ
ー
ム

■
小
学
校
男
子
　
菊
鹿
町
少
年
剣
道

ク
ラ
ブ
Ａ

■
小
学
校
女
子
　
人
吉
洗
心
館
Ａ

■
中
学
校
男
子
　
西
山
中

■
中
学
校
女
子
　
久
本
野
中

親
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
開
催

八
月
二
十
七
日

（水
）
の
午
後
六
時
か
ら
山
村
広
場
に

お
い
て
、
ナ
イ
タ
ー
に
よ
り
、
親
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
親
と
子
、
ま
た
、
他
校
と
の
交
流
が
は
か
ら

れ
、
運
動
不
足
の
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
は
ボ
ー
ル
を

汗
ま
み
れ
に
な

っ
て
追
い
か
け
、
子
ど
も
た
ち
か
ら

「頑

張

っ
て
！
」
と
ハ
ッ
パ
を
か
け
ら
れ
な
が
ら
も
、
み
ん
な

で
楽
し
い
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

Ｌ
は５
Ｍ瑕
瑕Ｖ

■
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

▼
優
勝
　
　
高
森
東
小
、
色
見
小
、

▼
三
位
　
　
高
森
小

■
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
部

▼
優
勝
　
　
色
見
小
Ａ

▼
準
優
勝
　
高
森
小
Ａ

▼
三
位
　
　
高
森
東
小

（グ
リ
ー
ン
ベ
イ
ビ
ー
）

14

(12)

個
人
戦
の
高
森
選
手
結
果

■
小
学
校
男
子
高
学
年
　
木
津
京
三

（優
勝
）

安
方
裕
二

（三
位
）

本
村

允
哉

（ベ
ス
ト
８
）

■
小
学
校
女
子
　
石
坂
　
彩

（準
優

勝
）

★
地
域
や
学
校

・
園
な
ど
の
楽
し
い
話
題
や
催
し
の
情
報

・
報
告
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
（広
報
た
か
も
り
）

●●

阿南  守さん (77)
サツ子さん (70)

(草部・社倉 )

芹口 信夫さん (73)
トモエさん (72)

(芹口・芹口)

岡本  博さん (76)
エツさん (74)

(芹口・古畑 )

甲斐 監一さん (72)
幸子 さん (69)

(永野原・永野原 )

工藤  一さん (76)
一ヱさん (74)

(永野原・小仲野 )

甲斐 敬二さん (74)
みちさん (70)

(永野原 。永野原 )

野尻 俊幸さん (73)
ツルエさん (73)

(野尻・川上 )

甲斐  直さん (75)
ミヨ子さん (68)

(津留・永野 )

佐藤 三生さん (69)
美子さん (69)

(芹 口・柿迫 )

遠山 哲夫さん (72)
昭子さん (70)

(菅 山・菅山)

池田 文夫さん (82)
タミエさん (78)

(矢津田・赤羽根 )

甲斐 健一さん (75)
幸子 さん (74)

(永野原・岩神 )

穴見  被さん (74)
エミ子さん (71)

(永野原・岩神 )

芹口  勝さん (72)
トキエさん (76)

(芹 口・芹口)

田上 房男さん (78) 平田 邦武さん (75)
マチ子さん (78)     桃代さん (72)
(尾下・下山)     (津 留・下町)

●  ●Ｌ
鸞
Ｆ
‐

口
”―

¨
　

・

´
聖

鯰
豊
鸞
疱
舅
凸

自
分
た
ち
で
、
で
き
る
こ
と
は
み
ん
な
の

力
を
合
わ
せ
て
！

私
た
ち
が
気
持
ち
良
く
住
み
、
暮
ら
す
た
め
に
は
、

環
境
美
化
の
心
が
け
と
行
動
は
大
切
な
も
の
で
す
。

本
町
で
も
、
地
域
や
老
人
会
、
婦
人
会
、
学
校
、

子
ど
も
会
、
職
場
な
ど
で
の
、
道
路
、
河
川
、
公
共

施
設
等
の
空
き
缶
拾
い
、
草
刈
り
な
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
に
よ
る
清
掃
作
業
は
た
く
さ
ん
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
い
っ
た
、協
力
と
助
け
合
い
の
心
に
よ
る
具

体
的
な
行
動
は
、
明
る
い
社
会
づ
く
り
に
は
欠
か
せ

な
い
も
の
で
す
。

野尻  績さん (75)
キヌさん (74)

(野尻・川上 )

下田 清太さん (81)
カツエさん (73)

(野尻・倉地 )

野尻 捨喜さん (75)
富美子さん (73)

(尾下 。片山)

安方 晴満さん (78)
モモ子さん (75)

(色見・戸狩 )

安藤 慎己さん (82)
登代子 さん (72)

(野尻・川上 )

楢本野 亨さん (77)
サヨ子 さん (73)

(上色見・西中原 )

(5)

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

ご
夫
婦

五

組

を

表

彰

今
年
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
表
彰

は
次

の
方
々
が
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

岩
本
　
末
光
さ
ん

（８６
）
高
　
森

タ
ネ
さ
ん

後
藤
　
　
沈
さ
ん

シ
ナ
エ
さ
ん

瀬
井

千
代
蔵
さ
ん

フ
ミ
子
さ
ん

渡
辺
　
久
務
さ
ん

甲

斐

梅  ア
子 厚 リ
さ さ さ
ん ん ん

828382888383758483

（下
町
）

上
色
見

野
　
尻

（川
上
）

河
　
原

（黒
岩
）

矢
津
田

（高
尾
野
）

西
中
原
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横断中

「み
ん
な
の
願
い
交
通
安
全
」
、事

故
や
交
通
違
反
の
な
い
、
明
る
い

社
会
づ
く
り
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

町
で
は
交
通
安
全
推
進
協
議
会

を
組
織
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
交

通
安
全
意
識
を
普
及
し
、
交
通
安

全
思
想
を
高
め
よ
う
と
い
う
も
の

で
す
。
九
月
十

一
日
本
曜
日
、
林
業
総

合
セ
ン
タ
ー
で
秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
取

り
組
み
を
行
お
う
と
、
こ
の
交
通

安
全
推
進
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
議
に
は
町
内
の
各
地
区
、
団

体
、
事
業
所
、
官
公
署
、
学
校
、
保

育
園
、
幼
稚
園
な
ど
、
各
分
野
の
皆

さ
ん
が
出
席
し
、
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
徹

底
着
用
を
め
ざ
し
た
交
通
安
全
運

動
の
進
め
方
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
九
月
二
十

一
日

か
ら
三
十
日
ま
で
の
運
動
期
間
中

に
街
頭
指
導
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
、
児
童

・生
徒
の
交
通
安
全
教
育

な
ど
に
つ
い
て
の
実
施
計
画
を
決

モ
ン
タ
ナ
州

ｏ
カ
リ
ス
ペ
ル
市

視
察
研
修
報
告

日
本
国
土
の
総
面
積
よ
り
や
や
大
き
な
モ
ン
タ
ナ
州
。

そ
こ
に
住
む
人
々
は
、
わ
ず
か
八
十
万
人
。

ま
さ
に
、
大
空
と
大
自
然
の
世
界
。

六
月
二
十
九
日
か
ら
七
月
六
日
ま
で
の
町
議
会
等
視
察
研
修
の
レ
ポ
ー

ト
を
基
に
、
報
告
会
で
の
感
想
な
ど
を
含
め
掲
載
し
ま
す
。

まさに大自然

ま
ち
の
交
通
安
全
は

こ
の
会
議
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す

交
通
安
全
は
　
日
頃
の
努
力
の
　
積
み
重
ね
か
ら

高森署・武田地域交通課長から、交通事故状況の説明をうける協議会員の皆さん

●  ●

定
し
、
こ
れ
を
基
に
し
て
各
分
野

毎
に
そ
れ
ぞ
れ
運
動
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

そ
の
具
体
的
な
運
動
の

一
つ
と

し
て
、
今
年
も
高
森
保
育
園
で
は

九
月
二
十

日

に
保
護
者
会
活
動

（自
石

一
弘
会
長

・
甲
斐
照
男
ひ
ま

わ
リ
ク
ラ
ブ
会
長
）
の

一
環
と
し

て
、
親
子
交
通
安
全
教
室
を
行
い
、

そ
の
後
子
ど
も
た
ち
は
郵
便
局
前

で
通
り
か
か
る
車
や
十
八
の
事
業

所
に
手
作
り
の
ペ
ン
ダ

ン
ト
を

配

っ
て
、
交
通
安
全
を
運
転
者
の

皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
高
齢
者
を
対
象
し
た
交

通
教
室

（九
月
二
十
日
、
上
在
老
人

ク
ラ
ブ

「城
山
会
」
）
や
、
阿
蘇
南

部
交
通
安
全
協
会
の
六
支
部

（高

森

・
色
見

・
上
色
見

・
草
部
南
部

・

草
部
北
部

・
野
尻
）
に
よ
る
交
通
事

故
防
止
を
目
指
し
た
交
通
安
全

キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

磨
き
な
ど
の
熱
心
な
取
り
組
み
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

（そ
の
一
部
を
次

ベ
ー
ジ
と
来
月
号
で
紹
介
。）

モ
ン
タ
ナ
州
は
、　
一
八
八
九
年

ア
メ
リ
カ
四

一
番
目
の
州
と
な
り

州
都
は
ヘ
レ
ナ
。
海
抜

一
二
六
〇

ｍ
、
冬
だ
け
降
水
の
あ
る
と
こ
ろ

（雪
）
で
あ
る
。

目
的
地
カ
リ
ス
ペ
ル
市
は
、
人

口

一
三
〇
〇
〇
人
、
海
抜
お
よ
そ

九
〇
〇

ｍ
、
地
形
は
帯
状
の
盆
地

で
数
万
年
前
、
氷
河
で
浸
食
さ

れ
、
至
る
所
に
グ
レ
ー
シ
ヤ
の
雪

解
水
を
湛
え
た
湖
が
あ
り

「山
紫

水
明
」
、
「風
光
明
媚
」
な
湖
の
町

で
あ
る
。
主
要
産
業
は
、
農
業
・観

光

・
林
業

・
工
業
の
順
で
あ
る
。

「農
業
」
の
視
察
は
、
中
規
模
農

家
の
コ
ン
ス
テ
ル
さ
ん

（七
十
歳

位
）
宅
を
訪
問
。
住
宅
は
百
年
以

上
前
の
古

い
小
さ
な
家
で
あ
る
。

農
地
二
百
町
歩
、　
一
八
八
〇
年
代

に
開
墾
、
全
農
場
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
設
置
、
作
目
は
、
大
麦
、
小

麦
、
牧
草
、
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
、
ほ

か
に
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
三
〇
〇

〇
〇
本
。

農
産
物
の
販
売
は
、
充
分
調
査

し
た
う
え
、
全
国
に
向
け
て
、
自

由
に
自
分
の
判
断
で
出
荷
す
る
。

年
収

一
六
〇
〇
万
円
ほ
ど
。
経
費

六
〇
パ
ー
セ
ン
ト

（麦

一
二
〇
町

の
場
合
整
地
二
人
で
六
日
、
植
え

付
け
二
人
で
二
日
、
刈
り
取
り
二

人
で
二
～
三
日
で
終
わ
ら
せ
る
老

全
国
で
地
域
安
全
運
動

を
実
施

十
月
十

一
日
か
ら
二
十
日
ま
で

の
十
日
間
、
全
国
地
域
安
全
運
動

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

熊
本
県
警
察
で
は
特
に
次
の
点

を
重
点
目
標
に
取
り
組
み
ま
す
の

で
、
皆
様
方

の
ご
協
力
を
お
願

い

し
ま
す
。

一
◆
乗
物
盗
な
ど
身
近
な
犯
罪
の

防
止
◇
自
転
車

・
オ
ー
ト
バ
イ

。
自

一
動
車
な
ど
は
キ
ー
ロ
ッ
ク
を
忘

れ
ず
に

◆
少
年
の
非
行
防
止

一
◇
少
年
の
健
全
育
成
と
非
行
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◆
暴
力
追
放

◇
け
ん
銃

・
薬
物
の
根
絶
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

非
行
や
暴
力
、
犯
罪
な
ど
を
見

か
け
ら
れ
た
ら
、
高
森
警
察
署
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

夫
婦
二
人
の
経
営
で
あ
る
。
）

「
モ
ン
タ
ナ
州
立
大
学
農
業
試

験
場
見
学
」

一
八
六
〇
年
代
の
リ
ン
カ
ー
ン

大
統
領
の
時
代
に
、
西
部
開
拓
、農

業
指
導
の
た
め
に
創
立
、
今
で
は
、

各
都
市
に
事
務
所
が
、
置
か
れ
て

い
る
。
こ
こ
の
運
営
は
、
六
〇
パ
ー

セ
ン
ト
が
州
の
税
金
、
三
〇
パ
ー

セ
ン
ト
が
地
元
の
農
家
、　
一
〇

パ
ー
セ
ン
ト
は
収
益
に
よ
る
そ
う

で
あ
る
。
ほ
場
は
四
〇
町
歩
、
作

目
は
、
大
麦
、
小
麦
、
牧
草
、
ペ

パ
ー
ミ
ン
ト
、
果
樹
少
々
で
あ
る
。

ス
タ
ッ
フ
は
大
学
教
授
二
名
、
専

属
職
員
七
名
、
パ
ー
ト
六
名
、
他

に
全
国
か
ら
の
研
修
生
が
来
る
よ

う
だ
。

「林
業
」
視
察

こ
の
研
修

の
お
世
話
を

い
た
だ

い
た
キ
ャ
ロ
ル
さ
ん
の
運
転
。
道

も
悪

い
が
、
彼
女

の
運
転
も
荒
く
、

歯
を
か
み
し
め
て
の
三
〇
分

・
…

現
場
着
。
現
場
は
道
路
を
造
り
な

が
ら
伐
採

し

て
進
む
方
式

で
跡

は
、
管
理
用
道
路
と
し
て
使
用
す

る
そ
う
で
あ
る
。

樹
種
は
主

に
ダ
グ
ラ
ス
フ
ワ
ー

で
完
全
自
然
林
。
樹
齢
六
〇
～
八

〇
年
、
直
径
七
〇
～
八
〇

ｃｍ
、
長

さ
三
〇

ｍ
位

の
本
で
あ
る
。

警
察
署
の
時
差
出
勤
制

度
始
ま
る

熊
本
県
警
で
は
、
交
通
渋
滞
緩

和
対
策
の
推
進
と
現
状
に
即
し
た

警
察
業
務
を
行
う
た
め
、
次
の
と

お
り
九
月

一
日
か
ら
時
差
出
勤
を

実
施
致
し
ま
し
た
の
で
、
皆
様
方

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し

ま
す
。

◆
実
施
部
署

熊
本
県
警
察
本
部
の
各
所
属

部
署
と
各
警
察
署

（運
転
免
許
課
、
運
転
免
許
試

験
課
、
警
察
学
校
を
除
く
）

◆
執
務
時
間

午
前
九
時
半
か
ら
午
後
六
時

十
五
分
ま
で

（
一
時
間
繰
り
下
げ
）

◆
な
お
、
窓
口
業
務
と
各
種
の

連
絡
対
応
な
ど
に
つ
い
て
は
、

従
来
ど
お
り
行
い
ま
す
。

高

森

警

察

署

電
話
　
２

Ｅ
０
１
１
０

小
さ
い
本
は
残
し
て
全
伐
は
し

な
い
。
こ
の
見
学
に
い
っ
た
山
林

は
視
察
を
し
た
製
材
所
所
有
の

一

部
で
全
所
有
面
積
は
六
〇
万
町
歩

だ
そ
う
で
、
六
〇
年
ほ
ど
前
に
自

然
発
火
し
た
山
林
火
災
で
グ
レ
ー

ト
パ
ー
ク
ま
で
三
ヶ
月
間
に
わ

た
っ
て
焼
け
た
そ
う
で
そ
の
跡
の

自
然
林
で
現
在
、
間
伐
が
さ
れ
て

い
る
。
規
模
が
違
う
。
自
然
と
向

き
合

っ
た
林
業
経
営
だ
。

ハ
ー
ド
な
日
程
で
の
研
修
で

あ

っ
た
が
、
自
然
と
共
存
す
る
姿

が
、
随
所
に
見
ら
れ
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
心
も
広
く
お
お
ら
か
だ

ろ
う
と
思
え
た
。

観
光
面
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
つ

い
て
次
回
に
掲
載
し
ま
す
。

●  ●

これぞ 「山紫水明」 グレーシャ国立公園

(11)

舅
木
貶
尽
蝙
尚
一輻
鶴
涸
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瘍
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や
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巨大な製材所 すべてにオートメーション化
(6)
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生

健
診
で
か
ら
だ
の
定
期
点
検
を

糖
尿
病
に
関
係
す
る
検
査
は
い

か
が
で
し
た
か
。

食
生
活
の
変
化
や
運
動
不
足
か

ら
糖
尿
病
に
な
る
人
が
増
え
て
い

ま
す
。

クル4乞シ″J=1聾:数菫曹
ι′5ιJ5

糖 尿 病 予 防 の ポ イ ン ト

◆三食きちんと規則正しくとり、腹八

分目に。

◆糖分の多いものは控えめに。

◆繊維質の多い野菜や海草をたくさん

とる。

◆アルコールは少なめに。

◆適度な運動をする。

◆ストレスや疲れをためない。

◆体重を管理し、肥満を防ぐぅ

◆定期的に健康診断を受ける。

糖
尿
病
は
ほ
と
ん
ど
が
何
の
自

覚
症
状
も
な
く
進
ん
で
い
き
ま

す
。
そ
の
た
め
、
健
診
で
血
糖
が

高
い
と
い
わ
れ
て
も
放
置
し
て
い

る
人
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
長
い

間
放

っ
て
お
く
と
、
生
命
に
か
か

わ
る
合
併
症
も
で
て
き
ま
す
。
健

診
結
果
で
正
常
で
は
な
い
が
糖
尿

病
で
も
な
い
境
界
域
に
い
る
人
を

糖
尿
病
予
備
軍
と
呼
び
ま
す
が
、

こ
の
時
期
に
食
事
量
を
調
整
し
た

り
運
動
す
る
こ
と
に
よ
り
進
行
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

検尿と血液検査でみてみ

ましょう。

検査項目 正常値

尿  糖 (― )

食後随時血糖 70～ 139

ヘモグロビン

AIC
5.6以 下

☆あなたの一日の必要なエネルギーは?

これは、年齢、性別、身長、活動量などによって変わるため一人ひとり違い

ます。

①標準体重 (kg)=(身長cm-100)× 0.9

②必要エネルギー=標準体重 (kg)× 仕11量 (KCal)
*仕事量とは、体重 l kgあ た りに必要なカロリーをさします。

(仕事量は ,・ ・〉

55"
-[ r

""r l

皆さん ご協力ありがとうございました ●  ●

●  ●
′′月 9日は「 ププ9蟹の日

y

刷セル
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～糖 尿病予 防は

食生活の改善 か ら～

糖尿病予防に特によい食品とか、

悪い食品はありません。一青前ま

では、ご飯や、パンなどの糖質を徹

底的に制御するというものだつた

といわれていますが、今日では、普

通の仕事ができて、標準体重が維

持できるエネルギー量に抑えて、
′)iC養バランスのよい食事をとるこ

とが食生活の基本です。

高齢者、主に部屋のなか

だけで生活 している人、

サラリーマン、専業主婦、

教師、税理上、動きの少な

い工員等

(やせ型 )
20KCal～ 30KCal

幼児の L話 をする主婦、

小学校の教員、保母、看護

婦、料理人、デパー トの店

員等

農繁期の農業従事者、操

業中の漁業従事者、山林

業、オー トメーシ ョンさ

れていない工場の行員等

35KCal～ 40KCal

ご
飯

一
杯
は

こ
れ
だ
け
の

カ
ロ
リ
ー

最
近
は
携
帯
電
話
な
ど
で
の
１
１
９
番
通
報

が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
携
帯
電

話
な
ど
で
１
１
９
番
通
報
は
か
け
て
い
る
場
所

に
よ

っ
て
は
、
目
的
の
消
防
署
で
は
な
く
熊
本

市
な
ど
他
の
消
防
署
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
、
火
災
や
救
急
の
現
場
が
わ
か
ら
な

い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
ご
面
倒
で
も
最
寄
り

の
消
防
署

（南
部
分
署
の
場
合
は
０
９
６
７

６

・
２

・
９
０
３
４
）
に
電
話
す
る
か
、
付
近

の

一
般
用
の
公
衆
電
話
で
１
１
９
番
に
お
か
け

く
だ
さ
い
。

１
１
９
番
通
報
の
際
、
場
所
や
状
況
を
正
し

く
言
え
な
い
た
め
に
被
害
が
拡
大
し
大
惨
事
に

つ
な
が
る
例
も
あ
り
ま
す
の
で
、
通
報
は
落
ち

着
い
て
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
十

一
月
九
日
か
ら
十
五
日
ま
で
は

「秋
の
火
災
予
防
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

「
つ
け
た
日
は
　
ち
ゃ
ん
と
消
す
ま
で
　
あ
な

た
の
火
」
・
‥
こ
れ
か
ら
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が

起
こ
り
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
す
。
火
の
取
り

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

(肥満型)(やせ型 )
30KCal´ ′ヽ35KCal

消防法施行令第 3条第 1項第 1)l
の規定に基づ く、防火管理者資格取

得のための講習会を次のとお り開催

します。

■講習受講の申し込み方法など詳 し

いことはおたずねください。

■講習日 11月 13日～ 14日

阿蘇広域行政事務組合消防本部

電話 0967-32-0024

救急・救命法受講の
おたずねも・・・

焼酎
(03合 )

‖■

牛乳

(140ml)
里芋 (皮付さ)
3個 (160g)

鶏ささみ
2本 (80g)

みかん
3個 (300g)

ししゃも
2,宅i(40g)

ζ
鳳             ‐
蠍                ‐

蠍                1
瞳               |

は■ _.__._  .  ‐.「

食パン
1/2切 (30g)

ご飯 80KCal
(一杯 55g)

⌒ ヘ
ro′´ ^ヽ
ノ0 ″・ 0 ヽ
トミユニノ4
ル̀ヽネ半ノ
ゝ墓∠
― =」

凩師鵞

哺さちやヽ:)あちや

お書旭への

健康講座
生活習慣病(成人病)シリーズNoE3

イ
ラ
ス
ト
高
橋
康
誌

卜の

9月 23 EI(秋分の EI)`F後 1時
/1-ノ風景。同地区の特産′1勿でZらぅ野:葬
りながらス通安全を呼びかけ

=レ

一プ
IF(色見ぇ

軽労働 重労働

消防なんでも南部分署

(7) 阿蘇広域行政消防本部 南部分署  Te1 2-9034

鶏卵
1個 (50g)

(10)

ョロロド

鰺赳

ていま

憑饉瞳

懇
■
‐

鵡
ヽ
「
１
日

Ｉ
Ｊ

ウ″

‐■姜

キヤ郡ン)を配
通 り

卜に
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色見支部の皆さん

全協会各支部、障交通
‐
指導員、高森警察署など)

りかかる車両に交通安全を呼びかけました1111
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十
月

一
日
か
ら
十
二
月
末
日
ま
で
　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
ご
協
力
下
さ
い
。
昨
年
の
高
森
町
の
募
金
額

一
、〇
六
二
、
二
〇
０
円

社
会
福
祉
協
議
会
だ
よ
り

●〈
な
大人
〓
〓
ロ

梅
香
苑
で
ワ
ー
ク
キ
ヤ
ン
プ

高

森

東

中

生

　

宿

泊

し

て
介

護

を
実

体

験

八
月
二
十
五
日
と
二
十
六
日
の

一
泊
二
日
、高
森
東
中
の
生
徒
た
ち
十
七
名
が
社
会
福
祉
法

人

「梅
香
苑
」
で

「ワ
ー
ク
キ
ヤ
ン
プ
」
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
核
家
族
化
が
進
む
現
代
に
お
い
て
、
社
会
連
帯
意
識
が
低
下
し
つ
つ
あ
る
中
で
、

「明
日
の
社
会
福
祉
」
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
社
会
福
祉

へ
の
理
解
と
関
心
を
高
め
、
社
会
福

祉
施
設
と
の
交
流

・
体
験

・
学
習
を
す
す
め
よ
う
と
、
本
会
が
昨
年
か
ら
始
め
た
事
業
で
、
今

後
も
各
学
校
を
対
象
に
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

こ
の
キ
ヤ
ン
プ
で
東
中
の
皆
さ
ん
は
介
護
の
大
変
さ
と
大
切
さ
を
実
体
験
し
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
し
た
よ
う
で
し
た
。

東
中
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
で
し
た
。
こ
の
気
持
ち
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ず
に
―

奥
さ
ま
と
税

パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
働
く
奥
さ
ま

を
よ
く
見
か
け
ま
す
が
、
誰
で
も

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
の
が
収
入
と

税
金
の
関
係
で
す
。

通
常
、
パ
ー
ト
収
入
は
、
給
与

所
得
と
な
り
ま
す
の
で
、
年
収
が

百
三
万
円
ま
で
は
、
ご
主
人
の
配

偶
者
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
し
、

奥
さ
ま
自
身
に
も
所
得
税
は
か
か

り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
パ
ー
ト
に
よ
る
収
入
が

」
晏
ヨ

百
三
万
円
未
満
で
あ
れ
ば
、　
一
定

要
件
の
も
と
に
、
配
偶
者
特
別
控

除
を
併
せ
て
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
百
三
万
円
を
超
え
る
場
合
で

あ

っ
て
も
、
百
四
十

一
万
円
未
満

で
あ
れ
ば
、
配
偶
者
特
別
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
保
険
外
交
員
や
集
金

人

・
検
針
員
の
業
務
に
関
す
る
報

酬
等
に
つ
い
て
は
、
事
業
所
得
と

し
て
取
り
扱
わ
れ
、
給
与
所
得
の

場
合
と
異
な
る
計
算
方
法
と
な
り

ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
お
気
軽
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

阿

蘇

税

務

署

Ｔｅ
０

９

６

７

・
２

２

・
０

５

５

１

ま
さ
か
の
た
め
の
国
民
年
金
Ｈ

突
然
の
事
故
、
思
い
も
よ
ら
ぬ
災
害
等
で
万
が

一
障

害
や
死
亡
と
い
う
事
態
が
起
こ
っ
た
と
き
で
も
国
民
年

金
は
、
そ
の
本
人
、
ま
た
は
、
遺
族
に
対
し
て
障
害
年

金

・
遺
族
年
金
と
い
う
形
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
な
条
件
を
満
た
せ
ば
、
受
給
で

き
る
か
と
い
い
ま
す
と
、
国
民
年
金
期
間
の
う
ち
保
険

料
納
付
済
期
間
と
免
除
期
間
を
あ
わ
せ
て
３
分
の
２
以

上
あ
る
こ
と
が
、
必
要
な
要
件
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
国
民
年
金
は
保
障
と
い
う

一
面
も
持
ち
合
わ
せ
て

い
ま
す
の
で
、
保
険
料
納
付
や
、
免
除
申
請
が
い
か
に

大
切
か
ご
理
解
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
だ
よ
り

国
保
と
老
人
医
療
は
助
け
合
い

～
国
民
健
康
保
険
税
は
国
民
健
康
保
険
を

維
持
す
る
重
要
な
財
源
で
す
～

病
気
や
け
が
は
私
た
ち
の
生
活
を
突
然
に
襲

い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
と
き
に
安
心
し
て
治
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
日
頃
か
ら
お
金
を
出
し
合
い
、
備
え
よ
う
と

助
け
合
い
の
精
神
か
ら
生
ま
れ
た
の
が

「健
康
保
険
」

制
度
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

「保
険
税
」
は
き

ち
ん
と
納
め
た
い
も
の
で
す
ね
。

詳
し
く
は
役
場

・
税
務
課

・
国
民
健
康
保
険
係

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
５
２
番
）
ま
で

このを会あなたの務″1li生きてιlる

どつちにかかる?

G口D)私は、平成 8年 11月 に自己所有地の売
買契約を締結し、平成9年 3月 に買主への

所有権移転登記を済ませましたが、平成 9

年度の固定資産税は、買主に課税されます

かつ

(罰詢)平成 9年度の固定資産税はあなたに課税

されます。地方税法の規定により土地につ

いては賦課期日 (毎年 1月 1日 )現在、土地

登記簿に所有者として登記されている人に

対して当該年度分の固定資産税を課税する

ことになっています。(家屋の売買があった

場合も同様ですが保存登記がしてない場合

がありますので、その場合は、すみやかに役

場へ届け出をしてください。)

詳しいことは役場税務課 |■1定資産係にお尋ね

下さい。

TEL2-1111(内 線 153・ 154)

詳
し
く
は
役
場
町
民
福
祉
課
福
祉
係
国
民
年
金
担
当

ＴＥＬ
２

・
「
１
１
１

（内
線
１
３
２
番
）
ま
で
ど
う
ぞ

十

‐‐‐‐
月
ｔ

‐‐‐国
民
礎
康
保
険
税

（六
期
）
の
納
期
で
す
　
納
期
限

（十
月
二
十

一
日
）
ま
で
に
は
納
め
意
し
よ
う

助をする生

●  ●

●  ●

O

ける生徒

0

20代のみなさん、
特に気をつけてね !

20代は、スポーツや旅行などで事故にあいやすい年
代。万一障害が残ったとき、保険料を納めていないと

生涯何の保障も受けられないということになりかねま

せん。老後のためだけではなく、保険料はきちんと納

めましょう。

～高齢期を明るくすこやかに生きる

熊本さわやか長寿大学校公

中・高齢者の健康と生きがいづ くり並びに社会参

加の促進を図るために公開講座が開設されます。

奮ってご参加下さい。

■講 師 相川| )告氏 (元 NHKア ナウンサー・

現東京経済大学教授 )

■と き 10月 22日 (水 )
受付/9時 30分 講演/10時

■ところ 阿蘇郡久本野村 「グリーンピア南阿蘇」
■入場料 無料
■参加対象及び定員 熊本県在住で 55歳以上の方・

300人
■応募方法及び、詳しい内容や問い合わせは、

財団法人熊本県さわやか長寿財団

〒860 熊本市南千反畑町3-7
熊本県総合福祉センター3階

TEL0 9 6-354-3083

、2゛
、ィンづぅ

σにっ

よ

り

関すること

合併40周年記念

健康福祉 まつ り講演会のお知 らせ

1,講  自市 林家本久蔵師匠
2,日  時 平成 9年 11月 20日 (本 )

午後 2時予定

3,場 所 高森町民体育館

講師はテレビ「笑点」でおなじみの

落語家

出色した文才、画才としても知られ

ています。又、もう一つの肩書き「全国

ラーメン党」会長としても有名です。

入場は無料。是非お越しください。

(9)

相談会

10月 16日

熊本市桜町

熊本交通セン

午前 10時から

(8)

高森町合併40周年記念

第 6回高森工芸展 997
高森町美術工芸家協会は下記のとおり工芸展を開催します。

皆様のご来場をお待ちしています。

期  日
場 所
主 催
内 容

10月 17日 (金)～ 19日 (日 )
休暇村南阿蘇 セントラルロッジ
高森町美術工芸家協会

新作発表展示会・造形作家による屋外造形物展示等

最終的な

患者負担

患者が一度

窓 口で支払

うが、あと

で市区町村

が負担 して

払 い戻 して

くれるもの

(高 額医療

費という)。
この財源も

蒼『  景景
撃を軍

_=  J、ど。
4ノれぞ

500%

一―

医
療
費
の
約
３
割

医
療
費
の
７
割

医
　
療
　
費

(9.9%)

20.1%

躍贋

口珊

鵬脚蝦
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1靖区簿村め場合|■70歳未満の人の

i魅議養|=1~どう構成されているか


